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ウ /島根 /499/83（H5N3）株 3）と代表的な人インフルエンザウイルス A/愛知 /2/68（H3N2）
株に重点を置いた。その他のインフルエンザウイルスとして、豚由来の A/ブタ /Iowa/15/30
（H1N1）株、ハクチョウ由来の A/コハクチョウ /島根 /42/80（H7N7）株、七面鳥由来の A/
七面鳥 /Wisconsin/2/66（H9N2）株も使用した。コロナウイルスとして鶏伝染性気管支炎ウイ









をウイルスとして用いた。ウイルスの力価測定は Reed and Muenchの方法 4）により行なった。
106 インフルエンザ対策、特に高機能付加マスクの有用性
3．4．素材の抗ウイルス作用検証方法
加工ドロマイトの抗ウイルス作用の検証は Yamana et al.が行なった方法 5）に準じて行なった
（図 1）。すなわち、最初に滅菌した 2本の 2.0 ml容プラスチックチューブにそれぞれ 0.9 mlの
ウイルス液を入れた。その後、加工ドロマイト懸濁液 0.1 mlをこれらのプラスチックチューブ
の 1本に入れた。そして同量のリン酸緩衝食塩液（pH7.2）（以下 PBS）を残りのプラスチック
チューブに入れよく混和した。これら 2本のチューブを 4℃に冷却された水槽に入れ、10 分間
静かに撹拌した。その後、すばやくこれらの混合被検液を PBSで 10 倍段階希釈を行い、生残
ウイルス数を測定した。すなわち、鶏伝染性喉頭気管炎ウイルスを除いたウイルスについては、














なわち、薄いプラスチック袋に 0.2 gの被検素材を入れそこへ 0.6 mlのウイルス液を加えて浸漬






0.6%以上であった時には、そのウイルス力価は 10-3 以下に急激に低下した（表 1）。鶏伝染性喉
頭気管炎ウイルスの場合、0.6%濃度の加工ドロマイトと 4℃ 10 分間接触させることにより、感
染力のあるウイルスは認められなくなった。













この繊維パウダー 0.2 gを 107.5/0.2ml力価の上述の H5N3 亜型鳥インフルエンザウイルス液
0.6 mlに接触させ、氷水中で 10 分間浸漬したところ、100.5/0.2ml以下にまで大幅に減少した。
4．3．加工ドロマイトをマスクに応用する場合を想定した検討
粉体の素材を 5%の濃度になるようにまず蒸留水に混合した懸濁液をガーゼに塗布した。
1.5cm角のそのガーゼ 15 枚を薄いビニール袋に入れ、そこへ H5N3 亜型鳥インフルエンザウイ























液 0.6 mlに室温で 10 分間浸漬したところ、ウイルス力価は 101.3/0.2ml以下まで大幅に減少し
た。銅イオン坦持織物についても同様の実験を行なったところ、106.8/0.2ml力価のウイルスが、
100.8/0.2mlまでウイルス力価は大幅に減少した。その他、豚由来の A/ブタ /Iowa/15/30（H1N1）
株、人由来の A/愛知 /2/68（H3N2）株、鳥由来の A/コハクチョウ /島根 /42/80（H7N7）株
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1) : ຍᕤࢻ࣐ࣟ࢖ࢺ⃰ᗘ 
2) : Log10 EID50/0.2ml 
3) : ヨ㦂ࡏࡎ 
ຍᕤࢻ࣐ࣟ࢖ࢺᠱ⃮ᾮ࡜࢘࢖ࣝࢫᾮࢆ㸲Υࠊ10ศ㛫ΰྜࡋࡓࠋ 
 0% 1) 0.1% 0.3% 0.6% 1.2% 
㫽࢖ࣥࣇ࢚ࣝࣥࢨ࢘࢖ࣝࢫ  
A/ࢥࣁࢡࢳࣙ࢘/ᓥ᰿/㸲㸷㸷/㸶㸱㸦H5N3㸧 7.50 2) Ӎ7.50 5.50 3.50 3.50 
ࣄࢺ࢖ࣥࣇ࢚ࣝࣥࢨ࢘࢖ࣝࢫ 
A/ឡ▱/㸰/㸴㸶㸦H3N2㸧 8.50 Ӎ8.50 N.D.3) 3.50 3.75 
㭜ఏᰁᛶẼ⟶ᨭ⅖࢘࢖ࣝࢫ  
࣮࣎ࢸࢵࢺ㸲㸰ᰴ 7.75 5.50 N.D. ӌ1.50 N.D. 
ࢽ࣮ࣗ࢝ࢵࢫࣝ⑓࢘࢖ࣝࢫ  























IBV : 㭜ఏᰁᛶẼ⟶ᨭ⅖࢘࢖ࣝࢫ Beaudette-42ᰴ 
HIFV : ࣄࢺ࢖ࣥࣇ࢚ࣝࣥࢨ࢘࢖ࣝࢫA/ឡ▱/㸰/㸴㸶㸦H3N2㸧 
AIFV : 㫽࢖ࣥࣇ࢚ࣝࣥࢨ࢘࢖ࣝࢫ A/ࢥࣁࢡࢳࣙ࢘/ᓥ᰿/㸲㸷㸷/㸶㸱㸦H5N3㸧 
























            ᐇ㦂๓ ຍᕤࢻ࣐ࣟ࢖ࢺ ᑐ↷ 
          ฎ⌮ᚋ 
ே࢖ࣥࣇ࢚ࣝࣥࢨ࢘࢖ࣝࢫ  108.5<㸨   103.5         108.3 
A/ឡ▱/2/68/ (H3N2)ᰴ      






ᅗ ╔ ⧊ᕸ άᛶ
IBV : 㭜ఏᰁᛶẼ⟶ᨭ⅖࢘࢖ࣝࢫ Beaudette-42ᰴ 
HIFV : ࣄࢺ࢖ࣥࣇ࢚ࣝࣥࢨ࢘࢖ࣝࢫA/ឡ▱/㸰/㸴㸶㸦H3N2㸧 
AIFV : 㫽࢖ࣥࣇ࢚ࣝࣥࢨ࢘࢖ࣝࢫ A/ࢥࣁࢡࢳࣙ࢘/ᓥ᰿/㸲㸷㸷/㸶㸱㸦H5N3㸧 
NDV : ࢽ࣮ࣗ࢝ࢵࢫࣝ⑓࢘࢖ࣝࢫ La Sotaᰴ 
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࢘࢖ࣝࢫ                  ᐇ㦂๓       ฎ⌮ᚋ㻌
A/ࣈࢱ/Iowa/15/30 (H1N1)                  106.50 㸨             <100.50㻌
㻌
A/ឡ▱/2/68 (H3N2)                           106.25                    <107.50㻌
㻌
A/ࢥࣁࢡࢳࣙ࢘/ᓥ᰿/499/83 (H5N3)             107.50                     <100.50㻌
㻌
A/ࢥࣁࢡࢳࣙ࢘/ᓥ᰿/42/80 (H7N7)              106.25                     <101.00㻌
㻌
A/୐㠃㫽/Wisconsin/1/66 (H9N2)                106.25                    <100.50㻌
㻌
 
㸨㸸EID50/0.2 ml 
ฎ⌮ࡣᐊ ࡛㸯㸮ศ㛫⾜࡞ࡗࡓࠋ 
表 3　銅極細線不織布の抗インフルエンザウイルス活性
